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『スモール・メタル・オブジェクツ（Small Metal Objects 以下 SMO）』は、オ





































































































































国（Ganesh Versus The Third Reich）以下 GVTR』以来二回目であった。世界中
の演劇祭等で上演を重ねてきた劇団のメンバーには、知的障がいを持っている俳優
が含まれていると言われている。実際に『GVTR』の劇中では、彼らの「個性」が
ストーリーの展開の重要な要素として強調されるシーンがあった。しかし、今回の
作品『SMO』ではそれが強調されることはほとんどなかった。代わりに語られてい
たのは、社会における「孤独」というテーマだろう。スティーブとギャリーは決し
て社会のなかで目立つ存在として描かれてはいなかったが、気づかれることのない
存在としても描かれてはいなかった。彼らは見過ごされているというよりはむしろ、
見てみないふりをされていることを作品は表象していた。そして、この路上劇はつ
いに通行人（一般の人びと）からの介入もなく終わりを迎えた。それは、彼らの「孤
独」や「社会からの疎外」が必ずしも彼らが実際に抱える障がいによるものではな
く、社会における他者同士の繋がりの希薄さによることを暗示していたように思わ
れる。そして、そのことが結果的には作品のなかで一貫してギャリーとスティーブ
から暗示されていた「孤独感」を消し去ることを不可能していたのだ。私が、そし
ておそらくは観客の多くがこの演劇に対して後味の悪さを感じたとしたら、それは
演劇を通して、目の前で困惑する他者に声ひとつかけることのできなかった自身の
不能感とジレンマを突きつけられたからではないだろうか。 
 
― 69 ―
劇評『スモール・メタル・オブジェクツ（Small Metal Objects）』
